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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 136,378 14.4 2,143 192.7 2,279 112.3 1,981 374.8

2022年3月期第1四半期 119,235 4.5 732 ― 1,073 ― 417 ―

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　2,004百万円 （1,492.7％） 2022年3月期第1四半期　　125百万円 （△70.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 83.77 ―

2022年3月期第1四半期 17.62 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 199,265 61,558 29.6

2022年3月期 180,890 60,535 32.1

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 58,938百万円 2022年3月期 58,024百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― ― ― 40.00 40.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） ― ― 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 260,000 7.7 2,900 59.9 3,300 42.0 2,500 161.7 105.54

通期 550,000 9.2 8,200 19.2 8,800 11.5 6,200 △7.8 261.75

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 23,686,752 株 2022年3月期 23,686,752 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 33,468 株 2022年3月期 68 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 23,653,249 株 2022年3月期1Q 23,686,752 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の期間の前提に基づい

　ており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信[添付資料]P.2[1.当四半期決算に関する定性的情報

　(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明]をご覧ください。

２．当社は、2021年10月１日に単独株式移転によりヤマエ久野株式会社（以下「ヤマエ久野」という。）の完全親会社として設立されましたが、連結の範囲に

　実質的な変更はないため、前年同四半期と比較を行っている項目については、ヤマエ久野の第77期第１四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年

　６月30日)と比較しております。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

当社は、2021 年 10 月１日に単独株式移転によりヤマエ久野株式会社（以下「ヤマエ久野」という。）の完

全親会社として設立されましたが、連結の範囲に実質的な変更はないため、前年同四半期と比較を行って

いる項目については、ヤマエ久野の第 77 期第１四半期連結累計期間（自 2021 年４月１日 至 2021 年６

月 30 日）と比較しております。 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当企業グループ（当社及

び当社の関係会社）が判断したものであります。 

（1）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種など感染

拡大防止策の進展により経済活動の正常化が進んだ一方、ウクライナ情勢の緊迫化といった地政学的リス

クをはじめ原材料価格の高騰や急激な円安進行など、不確実性がますます高まっている状況にあります。 

このような環境の下、当企業グループは、「流通のトータルサポーター」として、グループ一丸となってサ

プライチェーン全体の発展に寄与していくと同時に、川上から川下までありとあらゆる場面においてビジネ

スをプロデュースする企業集団として、総合力を活かした営業体制の構築に努めてまいりました。また、新

型コロナウイルス感染症の影響下においても、お取引先様と従業員の健康と安全確保に最大限配慮しな

がら、商品・サービスの安定供給を維持・継続し社会的使命を果たすとともに、永続的な成長を可能とする

事業基盤の強化に努めてまいりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、1,363億 78百万円（前年同四半期比14.4％

増）となり、171 億 43 百万円の増収となりました。 

利益面におきましては、グループ全体で業務の見直しや効率化に取り組むことで経営基盤の強化を図り、

経常利益は22億 79百万円（前年同四半期比112.3％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

19 億 81 百万円（前年同四半期比 374.8％増）となりました。 

（2）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 183 億 74 百万円増加し、

1,992 億 65 百万円となりました。主な要因は、「現金及び預金」の増加額 38 億 61 百万円、「受取手形、売

掛金及び契約資産」の増加額40億 69百万円、「商品及び製品」の増加額13億 77百万円、「仕掛販売用

不動産」の増加額21億 80百万円、「原材料及び貯蔵品」の増加額８億72百万円、「土地」の増加額11億

52 百万円及び「のれん」の増加額 13 億 22 百万円によるものです。 

負債におきましては前連結会計年度末に比べ 173 億 51 百万円増加し、1,377 億６百万円となりました。

主な要因は、「支払手形及び買掛金」の増加額 62 億 21 百万円、「短期借入金」の増加額 115 億 47 百万

円、「長期借入金」の増加額23億１百万円及び「未払法人税等」の減少額17億70百万円によるものです。 

また、純資産におきましては前連結会計年度末に比べ 10 億 22 百万円増加し、615 億 58 百万円となり

ました。主な要因は、「利益剰余金」の増加額 10 億 33 百万円、「非支配株主持分」の増加額１億８百万円

及び「その他有価証券評価差額金」の減少額 53 百万円によるものです。 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  2022 年５月 11 日に公表いたしました連結業績予想の変更はありません。 
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（会計方針の変更等） 

時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 31 号 2021 年６月 17 日。以

下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会

計基準適用指針第 27－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新

たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響は

ありません。 

（重要な後発事象） 

取得による企業結合 

１. ＦＣＰロジスティクス株式会社 

 当社は、2022年６月24日開催の取締役会において、ＦＣＰロジスティクス株式会社（以下「ＦＣＰロジスティクス」

という。）の全株式を取得し、子会社化することを決議いたしました。また、同日付けで株式譲渡契約を締結し、

2022年７月１日付けで全株式取得（以下「本株式取得」という。）いたしました。 

(1) 企業結合の概要 

① 被取得企業の名称及びその事業の内容 

被取得企業の名称  ＦＣＰロジスティクス株式会社 

事業の内容  純粋持株会社 

② 企業結合を行った主な理由 

ＦＣＰロジスティクスは、傘下に九州エリアの近距離輸送と全国輸送サービスを展開している一般貨物運

送等の事業会社である九州栄孝エキスプレス株式会社・ライゴーエキスプレス株式会社・株式会社誠信運

輸センターの３社を持つ純粋持株会社です。 

本株式取得により、九州エリアでの双方事業の更なる市場深耕と成長が図れるものと判断し行うもので

あります。 

③ 企業結合日 

2022年７月１日（株式取得日） 

④ 企業結合の法的形式 

現金を対価とする株式の取得 

⑤ 結合後企業の名称 

ＹＧＬ株式会社 

⑥ 取得する議決権比率 

100.0％ 
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⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社が現金を対価として株式を取得することによるものです。 

(2) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

当事者間の守秘義務により非公表とさせていただきますが、適正な株価算定に基づいて合理性を判断し

ております。 

(3) 主要な取得関連費用の内容及び金額 

アドバイザリー費用等   26百万円 

(4) 発生するのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

現時点では確定しておりません。 

(5) 企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債の額並びにその主な内訳 

現時点では確定しておりません。 

２. 日本ピザハット・コーポレーション株式会社 

 当社は、2022年８月10日開催の取締役会において、日本ピザハット・コーポレーション株式会社（以下「日本

ピザハット・コーポレーション」という。）の全株式を取得し、子会社化することを決議いたしました。また、同日付

けで株式譲渡契約を締結しております。なお、2022年８月31日付けで全株式取得（以下「本株式取得」という。）

する予定であります。 

(1) 企業結合の概要 

① 被取得企業の名称及びその事業の内容 

被取得企業の名称  日本ピザハット・コーポレーション株式会社 

事業の内容  純粋持株会社 

② 企業結合を行った主な理由 

ピザハットは世界最大級の宅配ピザチェーンであり、日本ピザハット・コーポレーションは日本における

ピザハットのフランチャイザーとして国内で約500店舗を展開・運用しております。 

本株式取得により、当企業グループとして新たな事業領域であるBtoC事業に挑戦するとともに、「流通

のトータルサポーター」としてサプライチェーン全体の発展に寄与すると判断し行うものであります。 

③ 企業結合日 

2022年８月31日（予定） 

④ 企業結合の法的形式 

現金を対価とする株式の取得 

⑤ 結合後企業の名称 

企業結合後の名称の変更はございません。 

⑥ 取得する議決権比率 

100.0％ 

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社が現金を対価として株式を取得することによるものです。 

(2) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

当事者間の守秘義務により非公表とさせていただきますが、適正な株価算定に基づいて合理性を判断し

ております。 
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(3) 主要な取得関連費用の内容及び金額 

アドバイザリー費用等   118百万円（概算値） 

(4) 発生するのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

現時点では確定しておりません。 

(5) 企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債の額並びにその主な内訳 

現時点では確定しておりません。 
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